
山口県の確率問題［平成３１年度］ 氏
名

月 日 /5得点

４ 図１のような; 数字 1; 2; 3; 4; 5が 1つずつ書かれた 5個の球
が入った袋 A; 図２のような; 数字 1; 2; 3が 1つずつ書かれた 3
個の球が入った袋 Bがある。2つの袋 A; Bのどちらか 1つを選ん

で; 次のルールにしたがって得点を決める。
ルール

・袋 A を選んだ場合は; 下に示した操作を 1 回行い; 操作で確
認した数を得点とする。

・袋 B を選んだ場合は; 下に示した操作を 2 回行い; 1 回目の
操作で確認した数と; 2回目の操作で確認した数の和を得点と
する。

操作

選んだ袋の中の球をよくかき混ぜて; 1個の球を取り出し; 取

り出した球に書かれた数を確認し; 取り出した球をもとの袋にも

どす。

図１ 袋 A
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図２ 袋 B
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袋Aを選んだ場合と; 袋 Bを選んだ場合とでは; 「得点が 4点以上になる」ということ

がらは; どちらのほうが起こりやすいか; Tさんは; 下のように説明した。

この説明が正しくなるように; ア ; イ にあてはまる数をそれぞれ求めなさい。

また; ウ に A; B のどちらかを答えなさい。ただし; イ については; 答えを求

めるまでの過程もかきなさい。�




�

	
得点が 4点以上になる確率は; 袋 Aを選んだ場合が ア であり; 袋 Bを選んだ場

合が イ である。

したがって; 「得点が 4点以上になる」ということがらは; 袋 ウ を選んだほうが

起こりやすい。

ア

イ 解

答え

ウ

山口県の確率問題［平成３０年度］ 氏
名

月 日 /5得点

６ ある商店で; 和菓子と; 和菓子を入れるための箱を購入する。

次の（1）;（2）に答えなさい。

（1） 2種類の和菓子A; Bと; 和菓子を入れるための箱の価
格は右の表のようになっている。

2種類の和菓子 A; Bを合わせて 15個と; 和菓子を入

れるための箱を 2箱購入すると; その合計金額は 2000円

であった。

このとき; 2種類の和菓子A; Bをそれぞれ何個購入し

たか。求めなさい。

価格（円）
和菓子 A（1個） 120

和菓子 B（1個） 150

和菓子を入れる
ための箱（1個） 10

（2）この商店では; 割引キャンペーンを実施している。割り引かれる金額
は; 右の図のような; 数字 1 が書かれたカードが 2 枚; 数字 2; 3; 4 が

書かれたカードがそれぞれ 1枚; 合わせて 5枚のカードが入っている袋

を使って; 次の手順で決まる。
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手順

1 袋の中をよくかき混ぜる。

2 袋から; 同時に 2枚のカードを取り出し; カードに書かれた数の差を xとする。

3 割り引かれる金額は; 購入する和菓子と; 和菓子を入れるための箱の合計金額の

x % と決まる。

購入する和菓子と; 和菓子を入れるための箱の合計金額が 2000円のとき; 割り引かれる

金額が 40円となる確率を求めなさい。ただし; 答えを求めるまでの過程もかきなさい。

（1） 和菓子 A 個; 和菓子 B 個

（2） 解

答え



山口県の確率問題［平成２８年度］ 氏
名

月 日 /5得点

６ 図 1のような; 縦 3マス; 横 3マスに区切られ; 中央のマスが黒色で塗られているカー
ドがある。そのカードの; 中央のマス以外の 8マスのそれぞれに; 6つの整数 1; 2; 3; 4;

5; 6から 1つずつ選んで数字を記入する。このとき; 図 2のように; 6つの整数のうち;
記入しない数があってもよい。

また; 図 3のように; 数字 1; 2; 3; 4; 5; 6が 1つずつ書かれた 6個の球を袋の中に入
れ; 次の操作を 1回行う。

操作
袋の中に入っている 6個の球をよくかきまぜて; 同時に 2 個取り出し; 取り出した

2個の球に書かれた数がカードに記入されていれば; その数が記入されたマスすべて

を黒色で塗り; 記入されていなければ; どのマスも塗らない。

操作を終えたとき; 黒く塗られたマスが縦; 横; ななめのいずれか 1列に; 3マス並ん
でいるかどうか確認する。
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例えば; 図 2のように; カードに数字を記入し; 操作を 1
回行う。操作で; 取り出した 2個の球に書かれた数が; 2と
4であれば; 図 4のように; マスを黒く塗ることになり; 黒
く塗られたマスが; ななめ 1列に; 3マス並んでいる。

次の（1）;（2）に答えなさい。
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（1）図 5のように; カードに数字を記入し; 操作を 1回行う。
操作を終えたとき; 黒く塗られたマスが; 縦; 横; ななめの
いずれか 1列に; 3マス並んでいる確率を求めなさい。ただ

し; 答えを求める過程もかきなさい。

図 5
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（2）操作の下線部を「1個取り出し; 取り出した 1個の」に変更し; 変更した操作を 1回行
う。この変更した操作を終えたとき; 黒く塗られたマスが; 縦; 横; ななめのいずれか 1

列に; 3マス並んでいる確率が 2
3
となる数字の記入の仕方はいくつもある。そのうちの 1

つを書きなさい。

（1） 解

答え

（2）の答えは図 1 に記入しなさい。

山口県の確率問題［平成２６年度］ 氏
名

月 日 /5得点

７ 数字 1; 2; 3; 4; 5が 1つずつ書いてある 5枚のカード; 1つの袋; 正方形の白い紙があ

り; 次の操作を順に行う。
操作

1 図 1のように; 袋に 5枚のカードを入れる。
2 図 2のように; 正方形の白い紙に; 縦を 6等分; 横を
6等分する線を引き; 36個の正方形に区切る。

3 袋の中のカードをよくかきまぜて; 1枚のカードを取

り出し; 2でできた紙の左側の列からそのカードに書い

てある数の列分; すべての正方形に赤色を塗る。取り出

したカードは; 袋にもどさない。

4 袋の中のカードをよくかきまぜて; 1枚のカードを取

り出し; 3でできた紙の上側の列からそのカードに書い

てある数の列分; すべての正方形に青色を塗る。

例えば; 操作を1から順に行い; 操作の3で取り出した
カードに書いてある数が 3; 操作の4で取り出したカード
に書いてある数が 2であったとき; 操作の4まで終えてでき
た紙は図 3のようになる。
赤色と青色が重ねて塗られた部分を P; 赤色も青色も塗ら

れていない部分を Qとするとき; 次の（1）;（2）に答えなさい。
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赤色と青色が重ねて
塗られた部分（P）

赤色も青色も塗られ
ていない部分（Q）

3列分

2列分

赤色だけが塗ら
れた部分

青色だけが塗ら
れた部分

（1）操作を1から順に行い; 操作の3で取り出したカードに
書いてある数が 2 であった。操作の4まで終えたとき; P
の面積と Qの面積が等しくなった。操作の4で取り出した
カードに書いてある数を答えなさい。

（2）操作の1から4まで終えたとき; Qの面積が Pの面積よりも大きくなる確率を求めな
さい。

（1）

（2） 解

答え


